
 

 
 
 

 

■平成26年度～平成32年度の環境行動計画について 

 国土交通省では、これまでも、環境保全については前計画（「環境行動計画（2008）」）において、「低

炭素社会」、「循環型社会」、「自然共生社会」分野における施策の展開を通じ、政府が目指している各分

野の統合的な達成による健全で恵み豊かな環境が地球規模から身近な地域にわたって保全される「持続

可能な社会」の実現に貢献してきたところです。 
  その一方で、各分野において環境危機が深刻化しており、その対応が政府の環境政策における重要

な課題となっていました。 
  このような情勢の中、国土交通省は、今後７年間を計画期間とする環境行動計画（平成 26 年度～32
年度）※を策定し公表いたしましたので、ここにその概要を紹介します。 
 
※ 環境行動計画は、政府の「環境基本計画」を踏まえた国土交通省の環境配慮方針で、具体的な数値

目標等により、施策の進捗を管理する PDCA のツールとしての役割を有しています。また、国土交

通省が取り組む環境関連施策の体系化としての役割も有しております。 
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□滑走路の維持補修検討 

～ 空港滑走路の劣化対策を行う範囲・時期を把握するための調査と評価方法の事例紹介 ～ 

1.業務概要 

本報告は、某空港の滑走路にクラックや小規模なポットホール等、路面の劣化が確認されたことから、全面的な路面補修の必

要性の有無を判断するため、路面性状調査・アスファルト性状調査及び測量調査を実施し、その結果から舗装構造の評価を行

い路面補修工事の実施範囲及び時期について検討を行ったものです。 

2.舗装調査の概要と調査結果 

   下記の舗装調査を実施し、結果を舗装構造評価の指標としました。 

 ①路面性状調査：滑走路舗装のひび割れ率、わだち掘れ量、平たん

性を把握し、舗装補修指数(PRI)を求め補修時期を判定した。 

 →結果は、近い時期の補修は必要ないと判定された。 

 ②アスファルト性状調査：ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物を採取し、室内試験により舗装の劣化状況の判断や改良計画、方法の資料とした。 

→結果は、空港土木工事共通使用書が規定する諸基準を満足せず、経年的に劣化、老化が進行しつつあると判定された。 

3.本業務における舗装構造の評価の問題点と解決策 

 3.1 舗装構造評価に関する問題点 

     以上より、アスファルト舗装の性状調査から劣化や老化が進行していることが確認され、路面性状の調査結果から早急な

補修は不必要の結果となり、航空機の離発着に対する使用性も問題がないと判定されました。そのため、安全性を考慮して、

アスファルトの性状に劣化が認められる結果だけで補修工事が必要と判断して可能かということが問題となりました。 

3.2 問題点に対する解決策 

そこで、アスファルトの性状判断を、各調査結果の相関関係による評価手法に着目し、旧日本道路公団試験舗装研究室

等でのアスファルト混合物の劣化状況に関する研究成果について、下記の性状の相関関係を検証しました。 

① 残留針入度と軟化点の関係 

② 針入度・伸度の相関関係 

③ 軟化点・伸度の相関関係 

いずれについても相関関係に着目したクラック発生の可能性を判断

した研究結果であり、相関図を作成して検討した結果、ひび割れ発生

状況の関係を示した「ひび割れ領域図」によると、軽度のひび割れ発

生領域、及び良好箇所に分類される舗装の割合が全体の 84.6%と比

較的良好な結果となりました。 

4.本業務での判断した舗装構造の総合評価と補修案 

   以上の検討結果から舗装の現状について次の事項を把握しました。 

➀アスファルト性状については、舗装補修時期や舗装を構成する舗装種別の違いが起因する劣化進行の傾向は確認さ

れなかったが、全般的に諸基準を満足しない状況であった。 

②基準舗装厚は満足しており、路面性状調査結果も比較的良好により、運用上の支障は現状では発生していない。 

よって、今後の路面性状の状況を注視しながら改修の時期は数年後再度調査検討を行って判断することが望ましいと考えま

した。また、部分的に表層の劣化が激しく補修が必要な箇所及び規定勾配を逸脱する可能性がある範囲については、部分的な

表層打換えを実施し舗装のリフレッシュ及び勾配修正を実施することが望ましいとの提案を行いました。 
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図-1 残留針入度と軟化点の相関関係 
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試験区分 色分 個数 ％ PRI 平均

Ａ 42 50. 0

Ｂ 42 50. 0

Ｃ 0 0. 0早急に補修の必要がある

7. 97

ＰＲＩ（ＡＳ）

表-1　ＰＲＩ評価

評価内容

補修の必要なし

近いう ちに補修が望ま し い


